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有害図書類指定をめぐる過去の指定状況及び検討内容

有害図書類指定制度の導入と保護法益

有害図書類指定制度の導入
大阪府では昭和59年の青少年健全育成条例の制定以来、関係業界の自主規制を基本として青少年を取り巻く社会環境の整備を図ってきていたが、性的感情を著しく刺激するいわゆるポルノコミックやアダルトビデオが氾濫し、その影響と思われる少年による性非行事例が多数報告される等、青少年への悪影響が憂慮されることから、平成3年、自主規制団体に未加盟の出版社にも対応できる規制措置として「有害図書類指定制度」を導入し、青少年への販売等を規制した。
　個別指定の要件は、青少年の健全な成長を阻害するもので、第１号「青少年の性的感情を著しく刺激するもの」と第２号「青少年の粗暴性又は残虐性を著しく助長するもの」のいずれかに該当する場合とした。

有害図書類指定制度の保護法益
　○青少年保護という目的のための青少年を取り巻く社会環境の整備
　　　有害図書が一般に思慮分別の未熟な青少年の性に関する価値観に悪い影響を及ぼし、性的な逸脱行為や残虐な行為を容認する風潮の助長につながるものであって、青少年の健全な育成に有害である。


第１号（性的感情を著しく刺激）
○平成4年度から238回、5,347件指定
青少年の性的感情を著しく刺激し、思慮分別の未熟な青少年の性に関する価値観に悪い影響を及ぼし、青少年の健全な成長を阻害するおそれがあるため指定。


第２号（粗暴性又は残虐性を著しく助長）
○平成19年度と20年度に２回、６件指定（ゲームソフト）
　府においては、それまで第２号による指定実績がなかったことから、他府県の指定状況も踏まえながら審議会と慎重に議論を重ね、下記の理由により暴力的なゲームを有害図書指定。
　・プレイヤーが意図的かつ無差別に暴行等を行うことができ、出血、肢体の分離・欠損、死亡等する様子が明らかに表現されており、「残忍性、陰惨性」に該当
　・暴行等を重ねることにより評価・報酬を得る事ができ、「暴行等の賛美・扇動」に該当
　・暴力的なゲームは業界団体の自主規制の対象になっていないことから有害図書指定が必要


第３号（犯罪を著しく誘発するおそれがある）に関連する検討
○指定実績なし

○自殺の方法を詳細に記した図書類について　
それが必ずしも自殺に結びつくとはいい難く、自殺は法的には犯罪とまではならないことも考慮すれば、そのようなマニュアル本を有害図書類とするコンセンサスは現時点では得られていない。
　もっとも、自殺の方法は殺人等に転用できることから、そのような内容が掲載されている図書類は犯罪を誘発するような図書類と位置づけられる可能性があることに留意する必要があり、青少年や社会に及ぼす影響などについて今後とも注視していくことを求めたい。

○犯罪マニュアル本や偽造の手口に関する図書類について　
犯罪にも使えるが、一方で被害の予防にも有益な情報である。また、これを読んだ青少年が必ずしも万引きなどの犯罪に走るとは言い切れず、健全な成長を阻害されるとも言い切れない。流通規制を行わなければならない程の因果性は見受けられないとの理由から指定対象とはせず、今後の動向を注視することとした。

○違法改造バイクや違法改造車等を紹介する雑誌について
　違法改造の手法以外にも少年院や保護観察所への入所経験のある者の体験を賛美する内容やタトゥーや出会い系サイトの紹介等も含まれており、他府県では「青少年の犯罪を著しく誘発するおそれがある」理由での有害図書指定の実績があった。
　内容的には青少年にとって有害ではあるが、当該雑誌が著しく犯罪を誘発するとまでの因果関係が見受けられないため、指定対象とはせず今後の動向を注視することとした。
条例第13条第１項第３号がＨ15改正で追加された経緯

平成14年7月　青少年問題協議会に諮問
＜諮問理由＞
条例で対応しきれない、「殺人」「万引き」「窃盗」「薬物犯罪」などの犯罪手口や自殺の手段・方法を詳細に記述したマニュアル本、「盗撮」など反社会的な行為を主題とした図書やビデオテープ類などが多く出回っている。青少年は、成長過程にあって判断力や社会性などが未熟であることや、特に達成感の欠如や自己否定感を持つ場合には、現実吟味の力が弱く倫理観を取り入れる力を持てないままの状態であり、このような不安定期には、こうした情報が非行などの問題行動につながることも懸念される。

平成14年11月　青少年問題協議会から答申
＜答申報告書＞
犯罪の方法を詳細に記した図書類については、必ずしも犯罪につながるものであるとはいえないが、青少年に及ぼす影響の点で、青少年健全育成条例が対象にしている性的感情を刺激する図書類と同様に極めて問題があるといえ、青少年に見せたくない類の図書類であると思われる。こうした図書類に触れることによって、青少年がその成長過程において、社会や他者に対するモラルや規範意識を希薄にし、犯罪に手を染めるという危険性は十分にあると考えられる。
　こうしたことから、犯罪の手口を図解しことさら詳細に表現したものなど犯罪を誘発するような図書類は、大阪府青少年健全育成条例上の有害な図書類に位置づけるべきである。

